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スウェーデン語の過去分詞による属性描写

嘗野能之

1. はじめに

英語やドイツ語には「中間構文 (MiddleConstruction)」と呼ばれる次のような構文

が存在し，この構文をめぐってこれまで様々な議論がなされてきた

1) The book reads easily. 

2) Das Buch liest sich leicht. 

the book read RM easily 

〈その本は簡単に読める．〉

この構文は動詞の本来の目的語が主語として現れ，その性質・属性などを述べる文であ

る．動詞の形態を見るかぎり能動態と同じであるが，他動詞の本来の国憬吾が主語に

対応する点で受動文との共通性もあり，「能動受動 (activo-passive)」などと呼ばれるこ

ともある．英語とドイツ語の中間構文の統語的な違いは， ドイツ語が再帰代名詞を伴

うのに対して，英語は表面上何も現れない点にある．さて，英語・ドイツ語と同じゲル

マン語派に属するスウェーデ乳語には，中間構文に相当するものは存在するだろうか？

3) *Boken 1迩erI且tt.

book.DEF read easily 

4) *Boken I邸ersig I狐tt.

book.DEF read RM easily 

3)からも分かるように，スウェーデン語では英語タイプの中間構文を作ることはでき

ない_1また， 4)に見るように， ドイツ語のような再帰代名詞を伴う中間構文も形成

できない.2 しかし，もちろんスウェーデ乳悟にも同様の意味内容を表現する構文は存

在する．次の "Iatt(easy) +過去分詞”を用いたものがそれに当たる．英語・ドイツ語

lただし遥ija(sell)に関しては，英語タイプの中間構文が可能である．しかし，この構文を取る動詞
は，ほぼこのー語に限られる (Sundman1988: 291) 

Boken s叫erbra. 
book.DEF sell well 
〈この本は良く売れる．〉

スウェーデン語には再帰代名詞から発達した受動形態素 -sがあるが，この接尾辞も中間構文を形

成することはできない．

*Boken Iおe-s latt. 
book.DEF read-PASS easily 
〈この本は簡単に読める．〉
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の中間構文が「意味は受動，形は能動」だとすると，スウェーデン語の 5)の構文は

「意味も形も受動」ということになる．

5) Boken 甜 lattl迩t.

book.DEF is easy.read.PSTP 

〈その本は簡単に読める．〉

聡a(read)以外の動詞の例を以下に，いくつか挙げておく．

6) ... bilen iir otroligt bra och I且ttlcord. (I(o対）
car.DEF is incredibly good and easy.drive.PSTP 

〈その車は非常にすばらしく運転しやすい．〉

7) Fina mobler 甜 alltid I狐sfilda pa auktion,... (I<.orp) 

fine furniture is always easy.sell.PSTP on auction 

〈すばらしい家具はいつもオークションで簡単に売れる．〉

8) Omelett甜 l且ttlagat... (Korp) 

Omelett is easy.cookPSTP 

〈オムレツは簡単に作れる．〉

9) ... folk pa Stan 甜 salattpratade och vanliga ... (Ko:rp) 

people on town.DEF is so easy.talk.PSTP and kind 

〈その町の人々はとても話しやすく親切だ．〉

10) L且ttpromenerade stigar leder genom skogen. (Ko1p) 

easy.promenad.PSTP paths lead through forest.DEF 

〈散歩しやすい小道がその森の中を通っている．〉

筆者の知る限り，スウェーデン語文法の中ではこのような構文はこれまで等閑視さ

れてきた．本稿では，この構文に関して主に次の 2点に絞って考察する．ひとつは，

スウェーデン語の当該構文を英語・ドイツ語の中間構文と対照させながら，記述的な

考察を行う．二つ目は，英語・ドイツ語・スウェーデン語というゲルマン系の3言語

で，対象の属性を表わす表現にそれぞれ違う手段が用いられているが，それらには

Shibatani (1985)のいう「動作主の背景化 (agent-defocusing)」という共通した語用論的

機能があり，それにより統一的に説明することが可能であると主張する． ところで，

本稿では便宜的に5)-10)に代表されるような構文を「過去分詞属由苗写文」と呼び，

またそこに現れる過去分詞を濃性描写過去分詞」と呼ぶことにする．

3例文に (Korp)と付されている場合は，コーパス (http://spraakbanl<en.gu.se/korp/)からの用例である．
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2. 属性描写過去分詞の基本的特徴

さて，そもそもこれらのスウェーデ乳悟の文が英語・ドイツ語等の中間構文と同等

に扱うことができるかどうかという所から議論を始めなければならない．一般に，英

爵杉等における中間構文は次のような特徴をもっていると言われている．

11) a主語は他動詞の意味上の目的語に相当する．

b. 主語の一般的性質や属性を表す． （特定の出来事を表わさない．）

C. 時制は基本的に単純現在である．

d. 他動詞の意味上の主語は表面上には現れない．

e. 通常 easily,wellなどの副詞を伴う．

スウェーデン語の当該構文も，本来の目的語が主語に対応し，その属性を述べる文で

あるので，基本的に lla)とllb)の特徴は共有している．以下では， llc)-Ile)に関

して順に考察しながら，スウェーデ乳＇吾の過去分詞属由苗写文の特徴を見ていきたい．

《時制等に関する制約》

中間構文は主語の一般的性質や属性を表わずそこで，特定の出来事を表わしてし

まう 12)のような過去時制の文は非文となる．

12) *This book read easily yesterday. 

ところがスウェーデ乳悟の当該構文では， 13)からも分かるように過去時制でも問題

はないただし，過去の特定の時点を表わす副詞をつけることはできず，やはり特定

の出来事を表わせないという点では共通している．

13) Boken v狙. l註ttl迩t (*? ig紅）．

book.DEF was easy.read.PP yesterday 

〈この本は昨日読みやすかった．〉

さて，なぜ英語の中間構文では多くの場合，過去時制で非文となり，一方，スウェー

デン語では過去時制の文が問題ないのであろうか？これには，述語の品詞の違いが

関わっているものと思われる．英語・ドイツ語の中間構文では述語が動詞である．

一般に，動作動詞は単純現在形で用いられた場合，属性・性質等を表わしうるが，過去

時制の場合は基本的に出来事の解釈しかできない．一方，スウェーデ乳悟の属由苗写

過去分詞は後で見るように，形容詞としての特徴をもっている．形容詞は過去形の

コピュラと用いられた場合でも，もちろん過去における属性・性質を表わしうる．

《潜在的動作主の存在》

中間構文には， peoplein general ()¥々一般，誰にでも）という動作主が存在すると

考えられている (Fellbaum1985). ただし，次の 14)からも分かるように，それは意味

上含意されるだけで， by-句による動作主の生起は許されない．
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14) The book reads easily { *by rum/*by people}. 

一方，スウェーデン語でも「誰にでも」という総称的な含意がある．また，英語と同

じように受動文で動作主を表わす av冷］によって動作主を表出することは許されない．

15) Denh甜 boken 甜 l狐l迩t {*av honom /*av alla}. 

this book.DEF is easy.1℃ ad.PSTP { by血/by all} 

〈この本は｛彼／すべての人々 ｝にとって簡単に読める．〉

《義務的な副言剥形容詞》

大半の中間構文では， well,easily等の副詞要素が伴う．これらの副詞要素を欠く場

合には容認されないことが多い．

16) *The book reads. 

一方，スウェーデン語では形容詞が過去分詞の前につき複合語となる．過去分詞に前

置する形容詞には行為の容易さを意味する］且tt(easy)以外に， sv紅 (difficult),tung 

(heavy)などの行為の難しさを表わすものがある.I且tt,tungにはそれぞれ，物理的な意

味での「軽い」「重い」という意味もあるが，この構文で使われる際には「簡単な」「難

しい」という難易の意味に限定される．

17) Boken 甜 {sv紐 /tung-} last. 

book.DEF is { difficult-/heavy-} read.PSTP 

〈この本は読みにくい．〉

スウェーデン語においてもこれらの形容詞は必須要素である．形容詞がない場合は，

譴吾の属性の解釈はなく，次に見るように受動の解釈である．

18) Boken 甜 l迩t av tusentals manniskor. 

book.DEF is read.PSTP by thousands.GEN people 

〈この本は何千人という人々に読まれている．〉

以上，見てきたように過去分詞属由苗写文は，基本的な点では英語・ドイツ語の中間

構文と類似した振舞いを示す．

しかしながら，両者には根本的な相違点も存在する．英語・ドイツ語の中間構文で

は，述部の品詞が動詞であるのに対し，スウェーデ乳悟の属性叙述過去分詞は形容詞

としての一連の特徴を示す. 19)で応勇常の形容詞と同じく修飾語として名詞の前に

用いられ， 20)では比較変化を起している．さらに， 21)では形容詞のみを修飾する

程度副詞 ganska(fairly), relativt (relatively)が属性描写過去分詞を修飾している．また，

22)では形容詞と結びついて名詞を作り出す接尾辞 -het(-ness)が属性描写過去分詞

につくことを示している．
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19) En lattl迩t bok. 

a easy.read.PSTP book. 

〈読みやすい本〉

20) Boken 甜 mer lattl迩t 助 hanstidig狙・e bok. 

book.DEF is more easy.read.PSTP than his previous book 

〈その本はかれの以前の本より読みやすい．〉

21) Boken 甜 {ganska/ relativt} lattl迩t

book.DEF is { fa廿ly/relatively} easy.read.PSTP 

〈その本は｛かなり／比較的｝読みやすい．〉

22) lattl蕊t-het

easy.read.PSTP -ness 

〈読みやすさ〉

スウェーデン語では形容詞は名詞の性・数と一致を起こす．また形容詞が名詞を修飾

する場合（つまり限定用法の場合）は，さらにその名詞の定・不定にも一致する．属

性描写過去分詞も次の例から分かるように形容詞と同様の一致現象を示す．

23) a en liittlaga-d r社tt [共性・単数・不定］

a easy.cook.PSTP meal.NON-N.SG 

〈作りやすい料理〉

b. ett 1且ttlaga-t recept [中性・単数・不定］

a easy.cook.PSTP receipt.N.SG 

〈作りやすいレシピ〉

c. tva lattlaga-de ratter [複数・不定］

two easy.cook.PSTP meals NON-N.PL 

〈二つの作りやすい料理〉

d. den liittlaga-de riitten [定］

the easy.cook.PSTP dish.NON-N.SG.DEF 

〈その作りやすい料理〉

さて，ここまでで過去分詞属田苗写文が英語・ドイツ語の中間構文とは異なり，形容

詞述語文であるということが明らかになった

3. 動詞に関する制約

次に，過去分詞属由苗写文に用いられる動詞について考えてみたい．この構文に用

いられる動詞はその多くが他動詞である．まずは，その他動詞に関して，語彙的アス

5
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ペクトの点から観察してみよう.4 

《行為動詞 (activityverb)》

24) Bilen 甜 lattkord.

car.DEF is easy.drive.PSTP 

〈その車は運転しやすい．〉

25) ... jag tycker den 甜 SV紅皿v助d,… 

I think it is difficult.use. PSTP 

〈私はそれは使いにくいと思います．〉

(Korp) 

《達成動詞 (accomplishmentverb)》

26) Boken 甜 lattl迩t.

book.DEF is easy.read.PSTP 

〈その本は読みやすい．〉

27) Planet 甜 l且ttbyggt… （ネットからの実例）

plane.DEF is easy.build. PSTP 

〈その（模型の）飛行機は作りやすい．〉

《到達動詞 (achievementverb)》

28)…flygplatsen 甜 liittn組d for fyra nationer. (Kotp) 

airport.DEF is easy.reach.PSTP for four nations 

〈その空港は4か国にとってアクセスしやすい．〉

29) Losningen 甜 inte lattfunnen! 

solution. DEF is not easy.:findPSTP 

〈その解決策が簡単に見つからないわけではない．〉

(Korp) 

Fag皿 (1992)は，動詞のアスペクトによって中間構文の適格性が決まるという制約を提案している．
行為動詞 (activityverb)と達成動詞 (acomplishmentverb)のみが中間構文を形成し，状態動詞
(stative verb)と到達動詞(achievementverb)は中間構文では許さないという．
1) This car drives easily [行為] (Fag皿 1992:68) 
2) This book reads easily. [達成] (ibid) 
3) *The top reaches easily. [到達］

4) *The叩swer!mows easily [状態] (Keyser皿dRoeper1984:383) 

6
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《状態動詞 (achievementverb)》

30) Texten 甜 lattfc⑮ tadd. 

text. DEF is easy.understand.PASTP 

〈そのテキストi該頸犀しやすい．〉

31) Ronny d細 mot, han 甜 lattgillad.

Ronny on.the.other.hand he is easy.like. PASTP 

〈一方， ロニーは好かれやすい．〉

以上みてきたように，動詞の語彙アスペクトに関する制約はなさそうである．それ

ではどのような他動詞でも，この構文に参加できるかというとそうでもなく， sakna

(lack), foredra (pr孤fer),behova (need)のようないわゆる無意志動詞はこの構文を形成す

（ネットからの実例）

ることができない．

32) *Nycklar 甜 l且ttsaknade.

keys are easy.miss.PSTP 

〈鍵はなくしやすい．〉

33) *Hans verk 甜 lattfdredragen.

his work is easy.pぉfe1:PSTP 

〈彼の作品は好まれやすい．〉

34) *Denna 1哩gle甜 sv紅behovd n甜 denya reglema inf<⑯ 

this rule is difficult.need.PSTP when the new rules.DEF inu・oduce.PASS 

〈このルールは新しいルールが導入されたら必要とされにくくなる．〉

ここまで見てきた例からも分かるように，この構文では基本的には他動詞が用いら

れるが，自動詞であってもいわゆる意志動詞であれば，この構文に参加しうる．その

際，動詞の本来の斜格名詞句が主語になる．ただし， 35)のような移動の経路か36)の

ような動作の相手が主語になる場合が多いようである．

35) Mitten恥lvsborg 甜 relativt platt och lattcyklat. (Korp) 

Mitten恥vsborg is relatively flat and easy.cycle.PSTP 

〈Mitten恥vsborgは比較的平らで自転車を乗りやすい．〉

36) Anja vat・blyg och sv紅pratad. (Korp) 

Anja was shy and difficult.talk.PSTP 

〈アーニャは恥ずかしがり屋で話しにくい．〉

また，この際いわゆる前置詞残留 (prepositionstranding)は起こらないこれに関して

は，次の節で詳しく見る．

4. 過去分詞属性描写構文と難易構文ー語彙的か統語的か？一

ところで，中間構文と機能的に類似した構文として，以下に挙げるような，いわゆ

7
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る「難易構文 (toughconstruction)」がある．

37) The book is easy to read. 

38) Das Buch ist leicht zu lesen. 

the book is easy to read 

〈その本は読みやすい．〉

39) Boken 甜 latt att I臨a [スウェーデン語］

book.DEF is easy to read 

〈その本は読みやすい．〉

難易構文は上記の例からもわかるように，不定詞の意味上の目的語が，主文の主語に

対応し，主語の属性•特徴を述べる文であり，その点で中間構文・過去分詞属性描写

文と類似している．さらに，難易構文と過去分詞属由苗写文は，どちらも形容詞文で

あること，またどちらも latt(easy), sv紅(difficult)という難易形容詞を用いるという点

でも似ている．実際，次の40)の難易構文と 41)の過去分詞属性叙述文が表わす意味

はほぼ同じである．

［英語］

［ドイツ語］

40) Deth椒 problemet 甜 sv記 att losa 

this problem.DEF is difficult to solve 

〈その問題は解決しにくい．〉

41) Deth甜 problemet 甜 sv紅lost

this problem.DEF is clifficult.solve.PSTP 

〈その問題は解決しにくい．〉

この二つの構文に見られる違いは前置詞残留についてである．難易構文では前置詞の

目的語が主語に対応する場合は， 42),44)からも分かるように必ず前置詞が残留しな

ければならない．一方，過去分詞属性描写文では， 43),45)から分るように，前置詞

の残留は許されない．

42) Hon甜 latt att prata *(med).5 [難易構文］

she is easy to talk with 

〈彼女は話しやすい．〉

43) Hon甜 lattpratad (*med). [過去分詞属性描写文］

she is easy.talk.PP with 

〈彼女は話しやすい．〉

44) Musiken ar 1且tt att lyssna *⑬）． ［難易構文］

music.DEF is easy to listen on 

〈この道は車を運転しにくい．〉

5一般的な言語学の表記のI貫習に従い， *(med)はmedがない場合は非文で， (*med)はmedがあると
非文であることを表している．

8
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45) Musilcen 甜 lattlyssnad (*pa). [過去鋼覗属性描写文］

music.DEF is easy.listen.PSTP on 

〈この道は車を運転しにくい．〉

このことは，難易構文が統語的な構文であるのに対し，属由昔写過去分詞は語彙部門

で派生されていることを示している．というのは， 46)からも分かるように，一般的

に統語規且IJであると考えられる受動文の形成では前置詞の残留するのに対し，語彙規

則では47)のように前置詞を削除してしまうと考えられているからである．

46) He was laughed at. 

47) laughat→ *laughatable/ laughable 

以上この節では属性描写過去分詞は語彙部門で派生されるものであることを主張

した．

5. 英語・ドイツ語・スウェーデン語における違いからみた中間構文の派生

英語の中間構文の派生をめぐっては様々なものが提案されている．代表的なもので

は， Keyserand Roepar (1984)による統語的な分析があり，受動文の場合と同じように

NP移動が関与していると主張しているまた，語彙的派生を主張するものとして，

Fagan (1992)がある．彼女は動詞の外項に総称的解釈を与え（その結果，外項は統語

構造には投射されず），直接内項が外項化されるという語彙規則を提案している．こ

れらについて，ここでひとつひとつ検討する余裕はない．以下では，英語・ドイツ語

の中間構文及びスウェーデン語の過去分詞属性描写文と関連する構文を検討するこ

とで，機能主義的観点から中間構文の派生の問題を考えていくことにする．

英語・ドイツ語における中間構文は動詞の形式は能動であるが，文全体の意味は受

動に近く，受動文との関連性が指摘されてきたまた，他動詞の目的語に対応する名

詞句が主語に対応し，動詞は能動態のままであることから， thevase brokeのような「能

格文 (ergativeconstruction)」との類似性もある． しかし，これらの構文との間には様々

な違いも存在する．受動文・能格文が出来事を叙述するのに対し，中間構文は主語の

性質を描写する総称文である．また，受動文は動作主の存在を含意し，それを統語上

に斜格として表出することができるが，一方，能格文は動作主を含意しない．中間構

文は動作主を含意するという点では受動文に近いが，それを統語上に表出することは

できない．

英語・ドイツ語・スウェーデン語の受動文・能格文がどのような手段で表現され，

中間構文・過去分詞属性叙述文が受動文・能格文とどのような関係にあるかを見たい．

以下では，能動文・受動文・能格文に関してはopen/i:i伽en/i:ippnaを例とし，中間構文・

過去分詞属性叙述文についてはread/lesen/1臨aを例とするまずは英語とドイツ語の場

合を見てみよう．

，
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48) a He opened the door. 

b. The door was opened. 

c. The door opened suddenly. 

d. The book reads easily. 

49) a Er offuete die T証

he opened the door 

〈彼はドアを開けた．〉

b. Die T紅叫・degeoffuet 

the door was open.PSTP 

〈ドアが開けられた．〉

［能動文］

［受動文］

［能格文］

［中間構文］

［能動文］

［受動文］

c. Die T面幽ete sich plotzlich. [能格文］

the door opened RM suddenly 

〈ドアが突然開いた．〉

d. Das Buch liest sich leicht. 

the book read RM easily 

〈この本は簡単に読める．〉

［中間構文］

48c)と48d)を比べると分かるように，英語ではゼロ派生で能格文と中間構文を形成

する．一方ドイツ語は， 49c)と49d)から分かるように，再帰代名詞を伴って能格文

と中間構文を作っていることが分かる．つまりゼロ派生か再帰代名詞かという違いは

あれ，英語もドイツ語も能格文と同じ手段で中間構文を形成している点に注意された

い．次に，スウェーデン語の例を見てみよう．

50) a Han oppnade do叩 n. [能動文］

he opened door.DEF 

〈彼はドアを開けた．〉

b. Don-en var oppnad. [受動文］

door.DEF var open.PSTP 

〈ドアが開けられた〉

C. D如en oppnade sig plotsligt. [能格文］

door.DEF opened RM suddenly 

〈ドアが突然開いた．〉

d. Boken 甜 lattl迩t.

book.DEF is easy.1℃ ad.PSTP 

〈この本は簡単に読める．〉

［過去分詞属叙述文］

スウェーデン語では， 50b)と50d)を比べると分かるように，過去分詞という受動文

と同じ手段で，属性表現を形成する．以上をまとめると次の表lのようになる．
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＼ 
丑臨
央 nロ ドイツ語 スウェーデン語

受動文 過去分詞 過去分詞
過去分詞

属性表現
ゼロ 再帰代名詞

再帰代名詞能格文

表l

中間構文を形成する際に，英語・ドイツ語が能格文と同じ手段を用い，一方，

スウェーデン語は受動文と同じ手段を用いる．さて，受動文と能格文という 2つの異

なる構文の間には「動作主の背景化 (agent-defocusing)」という共通性があるものと考

えられる．受動文が動作主を背景化するということに関しては，すでにShibatani(1985) 

で説得的に述べられているのでここでは操り返さない．しかし，能格文において動作

主が背景化されているかどうかに関しては議論の余地のあるところである． ドイツ語

の能格文は再帰代名詞を取ることから，明らかに他動詞（使役）が基本となり，そこ

から自動詞（起動）が形成されていると考えられる（ドイツ語の使役交替に関する詳

細は大矢 (2008)を参照のこと）．一方，英語に関しては，使役交替において形態的

な変化がないため，他動詞と自動詞のどちらが基本なのかは形の上からは判断できな

い．実際，自動詞を基本とし他動詞を派生させる分析 (Pinker1989など）と他動詞か

ら自動詞を派生させる分析 (Levinand Rappaport Hovav 1995など）が存在する．本稿

では後者の立場を支持するわけであるが，それに関しては次のような経験的な証拠が

ある．

51) a He broke the window. 

b. The window broke. 

52) a He broke the promise. 

b. *The promise broke. 

Levin and Rappaport Hovav (1995)によると， 51a)のbrealcの目的語であるwindowは

51b)の自動詞のb1細 Kの主語としても可能である．一方， 52a)のpromiseは， 52b)の

自動詞の br詞 Kの主語にはなれないつまり，自動詞用法の主語であれば他動詞の目

的語であることも可能であるが，その逆は必ずしも成り立たないことになる．このこ

とを説明するためには，他動詞が基本でありそこから自動詞が派生されるという説明

が正しいと主張している．以上のような主張が正しいとすると，英語の能格文は，

ドイツ語と同様に他動詞が基本でそこから動作主を背景化することで派生されると

考えることができる．

11 
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以上，ここまで見てきたように，能格文も受動文も，動作主の背景化という語用論

的機能を持っていると考えられる．すでにShibatani(1985)が述べているように，この

動作主の背景化という構文機能が「対象物」における「可能性」の存在という意味を可

能にしていると考えられる．つまり，中間構文は普通，「動作主」が用いる「対象物」の

潜在的な「可能性 (possibility)」を述べる文であるが，それは「誰が用いても動詞が叙述

する動作が可能である」ということであり，動作主は事態の生起の主導者 (initiator)で

はないということになる．つまり，動作主を主語の位置からはずす（つまり動作主の

背景化）という構造によって，類像的 (iconic)に意味を反映しているといえるのである．

6. なぜ過去分詞か？ーまとめに代えて一

さて，以上見てきたように英語・ドイツ語のように能格文と同じ手段を使った場合

も，スウェーデン語のように受動文と同じ手段を使った場合も「動作主の背景化」と

いう機能が共通しているために，対象の属性・可能性といった意味が可能になること

が分かった．しかし，そもそも何故スウェーデ乳語では過去分詞を用いるのであろう

か.Haspelmath (1994)は受動分詞 (PassiveaParticiple)つまり過去分詞に関する類型論

的研究である．彼の研究によると，過去分詞の主要な機能は結果完了と受動であり，

やはりスウェーデン語の対象物の属性描写という機能は稀なようである．そこで，

スウェーデン語の過去分詞一般の働きについて考えてみたい．英語とドイツ語におい

ては，過去分詞が受動態と完了形の両方に用いられる．

53) The letter was written by him. [受動文］

54) He has written the letter. [完了形］

一方，スウェーデン語では受動態には過去分詞が用いられるが，完了形には過去分詞

とは別のsupinumという形が用いられる．このsupinumはもともと過去分詞の中性単

数形から発達したものであり，現在でも両者は多くの場合は同一であるが，以下の55)

と56)からも分かるように異なる形態をとるものもある．また， 23)で見たように，

過去分詞が名詞の 55)では主語名詞の）性と数に一致するのに対して， supinumでは

そのような一致は起こらない．

55) Brevet 甜 skrivet avhonom. [受動文］

letter.N.SG.DEF is write.PSTP.N.SG by him 

〈その手紙は彼によって書かれた．〉

56) Han h紅 s1面vit brevet. 

he has write.SUP letter.DEF 

〈彼はその手紙を書いた．〉

［完了文］

つまり，完了形の用法を持たないスウェーデ乳悟の過去分詞は，英語・ドイツ語に比

べて機能負担量が少ないということができる．さらに，最近の研究によると過去分詞

12 
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を用いた受動文もその機能を弱めてきている．スウェーデン語には2つのタイプの受

動文が存在する，ひとつは迂言的な受動文で，助動詞bli(become)あるいはvai-a(be) 

と過去分詞を組み合わせたもの．もうひとつは，接尾辞-sを動詞に付加するものであ

る．この接尾辞 -sは再帰代名詞sigと語源的に同じものである.Engdahl (2001)の

コーパスを用いた研究によると，現代スウェーデン語においては接尾辞-sを用いた受

身文のほうが，過去分詞を用いた受身文よりも頻度が高く，無標であると述べている．

以上を考慮すると，スウェーデン語の過去分詞は，英語・ドイツ語のそれと比べて，

完了形を作る機能を持たず，また受動文においても頻度が低く，有標な形式であると

いうことになる．

ザ圭五
央 nロ

過去分詞

ドイツ語

過去分詞

表2

スウェーデン語

接尾辞忍過去分詞

supinum 

2からも分かるように，機能を縮小してきたスウェーデ乳悟の過去分詞が，いわゆ

る形容詞的受身 (adjectivalpassive)へとその機能を特化させていき，過去分詞属由昔

写文のようなスウェーデン語に特有な構文を発達させていったという想定を筆者は

立てているが，その通時的な検証は今後の課題としたい．

略号一覧

DEF: (後置）定冠詞 N:中性， NON-N:共性， PASS: 受動形態素， PL:複数

PSTP: 過去分詞 RM:再帰代名詞 SG:単数 SUP:完了分詞

13 
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Om perfektparticip som anger egenskap i svenskan. 

Talmyuld Tohno 

Sammanfattning 

I de皿aartilcel dislmte呵 jagen konstruktion av typen Boken曲 lattlastoch Han面

sv岱pratad,dvs. rneningar sorn innehaller s皿nnansattape成ektparticip呻 latteller svぷ紅

f6rledoche仕pe成ektp皿icip甜efterled.Denna ko11struktion har folj皿des血drag:

1. Det sannn皿sattapeifektparticipet [latt/sv品+perfektp皿icip]皿geren egenskap hos en 

referent. 

2. Detsamm皿sattaperfektp血 cipet甜u1teverbalt u血1adjelctivislct. 

3. Forleden l画!svぷk皿 intekornbineras med pe1fektparticip av verb sorn betecknar alction 

sorn oavsiktligt utf6rs eller kon1:t・olle111S, t.ex. * lattfdredragen, *svぷbehovd,* lattsa幼ad

etc. 

4. Aven perfektpaiticip av intr皿sitivaverb kan vara efterled, t.ex. svぷpratad,l暉cyklad,

lattlyssnad etc. 

5. En rel① on i b皿<letadverbial kan rnotsvara subjektet i denna konstn邸 onoch 

prepositionen till rektionen m細tes1:tykas i sad叩 afall, t.ex. Han曲 svぷpratad(*med). 

(Jfr Detar svぷtatt prata med honom.) 

Denna konstn邸 onhar starka likheter med den s.k. "Middle construction" i engelsk皿

(The book reads easily) och tysl皿 (DasBuch liest sich leicht). Dessa kons1:tuktioner i tre 

sp嘩 vis紅 olikasyntaktiska monster, men utnyttjar samma strategi -"agent defocusin留

(Shiba皿1i1985). 

14 
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